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■問合せ　産業経済部　工業課工業立地係　1（22）4511　内線4433

10/6(木)～7(金)

臼杵市（大分県：人口4.3万人） 
　臼杵湾一帯は、海洋条件と資源にとても恵
まれており、古くから、沿岸・沖合・養殖漁業
などが盛んな地域です。 
　歴史的景観を大切にする街並みづくりが行
われており、『待ち残し』による『街おこし』
を基本理念に、街の保存・再生に取り組んで
います。 

※現在、実行委員会で調整中のものあります。 
　詳細については、お問い合わせください。 

再
生
さ
れ
た
臼
杵
市
の
歴
史
景
観 

「
二
王
座
歴
史
の
道
」 

　飯田市と同じ人口規模の地方都市が経済的にも
文化的にも自立している環境先進国ドイツの地方
都市、また日本においても地域資源を活かした特
色ある地域づくりや先駆的な地域経営を行ってい
る首長さんなどを招聘（しょうへい）し「日独地
域国際化サミット」を開催します。 
　地域の自立をはかり、持続可能な地域経営を行
う道を幅広い視野で研究し、これから地方都市を
持続的に発展させる第１歩として、一緒に考えて
みましょう。 
　大勢の皆さんの参加をお待ちしています。 

主催：日独地域国際化サミット実行委員会、 
　　　飯田市 
共催：日本政策投資銀行、日本経済研究所、 
　　　&飯伊地域地場産業振興センター、 
　　　飯田商工会議所、飯田精密機械工業会、 
　　　飯田電子工業会、南信州食品産業協議会、 
　　　飯田まちづくりカンパニー 
後援：信濃毎日新聞社、中日新聞社、 
　　　南信州新聞社、信州日報、 
　　　飯田エフエム放送㈱、 
　　　㈱飯田ケーブルテレビ 

地域経営 

地域への誇り 

■場所　シルクホテル 
▼講師・パネリスト 
　・アレキサンダー ･ヴェツィヒ氏（ウルム市副市長） 
　・後藤国利氏（臼杵市長） 
　・富塚陽一氏（鶴岡市長） 
　・小堀幸彦氏（シュタインバイス・ジャパン社長） 
　・マックス・シュテムスホーン氏 
　・牧野光朗（飯田市長） 
13:00　開　会 
　　  　講演会 
　　  　「地方都市の自立への戦略」 
　　  　ウルム市・臼杵市・鶴岡市・飯田市の 
　　  　事例発表 
　　  　　　　 休憩  
　　  　パネルディスカッション 
　　  　コーディネーター　政策投資銀行 
　　  　「地方都市文化経済自立化宣言」 
　　　　～自立と緩やかな連携構築～ 
17:00　閉　会 
　　  　交流会 

■場所　市内の高校 
▼講師・パネリスト 
　・アレキサンダー ･ヴェツィヒ氏 
　　（ウルム市副市長） 
　・牧野光朗（飯田市長） 
13:00　講演会「ドイツの街づくりと地域への誇り」 
　　  　意見交換 

10/7
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■場所　地場産業振興センター 
18:00　「ドイツの食文化」 
※現在、食を通じた交流会を計画中です。 

ドイツに学ぶ市民の夕べ 
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慶應義塾大学先端生命科学研究所�

日 独 日 独 日 独 

ウルム市（ドイツ：人口11万人）�
　街のシンボル的存在である世界一高い塔を有する
大聖堂、ここを中心に歴史的な建造物が点在する。
アインシュタイン生誕の地で知られるこの街は、中世
の香りを残す旧市街など見どころも多い。�
　州の産業技術政策の重点プロジェクトにより、科学
技術都市としてのまちづくりが行われており、州とウ
ルム市、さらにウルム大学やウルム工科大学、シュタ
インバイス財団（注1）などが一体となって取り組んで
います。�
�
（注1）シュタインバイス財団（1971年設立）�
大学教授の研究ノウハウと中小・中堅企業の新製品開発のニ
ーズを仲介することにより、新規事業・新技術開発を促進す
る欧州最大の技術移転機関。�
本部はバーデン・ヴュルテンベルク州シュツットガルト。STC
と呼ばれるセンターを世界で400拠点設置し、4,000人以
上の専門分野のスタッフが、受託プロジェクトに取り組んでい
る。センターは工科大学や総合大学に併設され、幅広いテ
ーマをネットワークして取り扱う。シュタインバイス・ジャパン
は、日本市場の統括拠点として、日本の顧客に、世界のシュ
タインバイスネットワークを駆使したスピーディで高いクオリ
ティのサービスを提供するために、1999年東京に設立。�

鶴岡市（山形県：人口10万人）�
　全国有数の穀倉地帯である庄内平野の南部に位置し、近年では
東北公益文科大学の大学院や慶應義塾大学の先端生命科学研究所
（注 2）の誘致にも成功。最近では、地域を限定して規制緩和し、
地域活性化のモデルケースとする国の「構造改革特区」に鶴岡市
の「バイオキャンパス特区」が認定を受け、積極的な展開をしてい
ます。�
�
（注2）慶應義塾大学先端生命科学研究所�
2001年4月、慶應義塾大学が首都圏外に初めて設置した研究所であり、第
一線の研究者による最先端の研究開発が進む。同研究所、山形大学農学部
や鶴岡高専などの高等教育・研究機関が連携し、研究開発志向の地域企業
をサポートしている。�

ウルム大聖堂�

魅力ある街づくり�

地域経済活性化�

■場所　飯田市公民館�
▼講師�
　・アレキサンダー ･ヴェツィヒ氏�
　　（ウルム市副市長）�
　・マックス･シュテムスホーン氏�
　　（ドイツ都市計画専門家）ほか�
10:00　講演会「ウルムの街づくり」�
　　  　意見交換�

■場所　地場産業振興センター�
▼講師・パネリスト�
　・小堀幸彦氏（シュタインバイス・ジャパン社長）�
　　ほか�
～地域経済活性化フォーラム～�
15:00　講演会�
　「ドイツ産業の動向とシュタインバイスの活動」�
16:00　地域経済活性化プログラム2005の�
　　　  取組中間報告�
　　　　牧野光朗（飯田市長）�
　　　  意見交換�
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②南アルプス国立公園・遠山郷めぐり�
�
▼参加費　１人18,000円（バス代・１泊２食代含む）�
▼募集定員　25人（最小催行人数15人 )�
　遠山郷上村・南信濃村は映画「千と千尋の神隠し」
の舞台にもなった神々の住む地。日本のチロルとも呼ば
れる絶景と温泉をお楽しみください。�

■申込・問合せ　産業経済部　観光課エコツーリズム係　1（22）4511　内線3615

inいいだ�inいいだ�inいいだ�

■開会式　会場：飯田市公民館�
10：00　式開始�
■団体報告　会場：飯田市公民館�
10：45　それぞれの地域での活動報告�
　　　　○大平をのこす会�
　　　　○7妻籠を愛する会�
　　　　○信州・箕澤屋の会�
■基調講演　会場：飯田市公民館�
13：00　講演会�
　　　　○演題　「英国ナショナル・トラストの活動について」�
　　　　○講師　英国ナショナル・トラスト保全部長　ピーター・ニクソン氏�
14：30　終　了�
15：00　大平宿へ移動（バス）�
■トークセッション　会場：大平宿�
16：00　トークセッション�
　　　　「伊那谷の歴史や文化や自然を残そう受け継ごう」�
■交流会　会場：大平宿�
17：30　交流会「いろりの里　生活原体験の場で集おう」�
※交流会終了後、大平宿にお泊りにならない方は、バスをご利
　用できます。�

10/8　10：00～19：00 10/9　9：30～14：2010/8　10：00～19：00
 6：00　バス移動第1便�
　　　　（大平宿→三連蔵）�
 7：00　市内モーニングウオーク�
　　　　（三連蔵前集合）�
　　　　市長と一緒に街なかを歩こう！�
 8：30　バス移動第2便�
　　　　（大平宿→飯田市公民館）�
■国際シンポジウム　会場：飯田市公民館�
 9：30　国際シンポジウム�
　　　　「持続可能な地域、�
　　　　　　　支援する仕組みとは」�
■記念講演　会場：飯田市公民館�
13：00　講演会�
　　　　○演題　「わが伊那谷の今昔」�
　　　　○講師　ジャーナリスト�
　　　　　　　　本多勝一氏�
■閉会式　会場：飯田市公民館�
14：00　式開始�

10/9　9：30～14：20

オプショナルツアー�オプショナルツアー�
　10/9の大会終了後、3つのオプショナルツアーを開催
します。いずれも当地ならではの要素を織り込んだ内容
になっています。ぜひ、ご参加ください。�
　なお、天候により、コースを変更する可能性もありま
すので、あらかじめご了承ください。�

①城下町飯田歴史散策と和菓子探訪の旅�

▼参加費　１人800円（ガイド料・試食和菓子代含む）�
　飯田は和菓子作りの伝統的な土地でもあります。飯田
城址の歴史絵巻を追いながら、各店自慢の和菓子はいか
がでしょうか。�

③妻籠宿を訪ねて�
�
▼参加費　１人17,560円�
　　　　　（バス代・１泊2食代含む）�
▼募集定員　25人（最小催行人数15人 )�
　江戸時代の宿場町がそのまま残され、国の重
要伝統的建造物群保存地区に選定されている妻
籠宿を訪ねます。�

飯田市公民館�
15：00

歴史散策と和菓�
子店のご案内�

飯田市公民館�
17：00

飯田市公民館�
15：00

しらびそ�
高原�

下栗の里：下栗ロッジ泊
16：30

下栗ロッジ�
8：30

南信濃村：かぐらの湯�
9：15～11：00

飯田市内�
12：30

飯田市公民館�
15：00

妻籠宿泊�
16：30

妻籠宿自由散策＆昼食�
本陣、脇本陣、�
歴史資料館など�

ＪＲ中央本線�
南木曽駅�
14：00頃�10/9

10/10

10/9

10/10

10/9

※②・③コースの宿泊部屋の利用については、�
　グループもしくは相部屋になります。�

しらびそ高原から望む南アルプス�
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第23回�
ナショナル・トラスト全国大会�
第23回�
ナショナル・トラスト全国大会�
第23回�
ナショナル・トラスト全国大会�
第23回�
ナショナル・トラスト全国大会�

inいいだ�inいいだ�inいいだ�inいいだ�

～持続可能な地域、支援する仕組みとは～�
　ナショナル・トラスト運動は、全国の自然環境
や歴史的建造物、文化産業遺産などを次代に向け
てより良い形で伝え、残そうとする市民運動です。�
　持続可能な地域づくりのために、全国で活動す
る市民団体、行政、研究者、実践者、企業などの
皆さんと一緒に、さらなる地域資源の発掘や、自
然保全の方向性を考えていくため、この大会を開
催します。�

■主催�
　第23回ナショナル・トラスト全国大会�
　inいいだ実行委員会�
　（構成団体）^日本ナショナル・トラスト協会（※）�
　　　　　　  大平宿をのこす会�
■後援（予定）�
　環境省、文部科学省、国土交通省中部地方整備局、�
　長野県、飯田市、長野県教育委員会、飯田市教育委員会、
　ほか�
■協力（予定）�
　大平保存再生協議会、&妻籠を愛する会、�
　信州・箕澤屋の会　ほか�

　大平宿は、長野県の中央アルプス南部に位置し、春
は新緑、夏は緑陰が心地よく、秋は紅葉、冬は雪景色
を楽しむことができます。�
　江戸時代中期から、信州木曽路と伊那谷を結ぶ大平
街道の峠宿や茶屋として発展し、明治時代の末には林
業と養蚕業の最盛期を迎え、伊那谷と木曽谷を走る鉄
道を結ぶ主要街道として栄えましたが、1970年、集団
移住によって村の歴史を閉じました。�
　そして1973年、別荘地分譲がきっかけとなり保存運
動が始められ、現在は「いろりの里　大平宿　生活原
体験の場」として利用されています。�
　現代社会で忘れかけている ｢火をつかうこと、話をす
ること、歩くこと｣ が自然にできる場所「大平宿」での
生活を体験してみましょう。�

※^日本ナショナル・トラスト協会�
1992年9月に環境省の認可を得て設立。�
全国大会の開催などを通じて、国内の運動団体のつながり
を深め、残すべき自然資産の取得や寄付寄贈の際の税制上
の優遇措置実現など、全国のナショナル・トラスト運動を推
進している。�
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7
月
30
日
、
座
光
寺
麻

績
の
里
に
川
路
竹
宵
の
灯
が

と
も
り
、
富
山
市
八
尾
の
有

志
が
「
お
わ
ら
風
の
盆
」
を

披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
催
し
に
は
当
初
の
予
想
を

は
る
か
に
超
え
る
7
0
0
人

も
の
観
客
が
集
ま
り
、
優
美

な
踊
り
を
堪
能
し
ま
し
た
。�

　
風
の
盆
の
有
志
を
迎
え
た

の
は
座
光
寺
の
「
麻
績
の
里

振
興
委
員
会
」
と
「
川
路
竹

宵
の
会
」
の
皆
さ
ん
で
し
た
が
、

両
会
の
メ
ン
バ
ー
の
大
半
は

当
日
ま
で
風
の
盆
を
見
た
こ

と
が
無
く
、
ま
た
、
お
互
い

が
協
力
す
る
こ
と
も
初
め
て

と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
で

も
準
備
す
る
う
ち
か
ら
ワ
ク
ワ

ク
す
る
期
待
感
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。�

　
果
た
し
て
そ
の
期
待
通
り

に
、
風
の
盆
は
、
歴
史
と
文

化
の
香
る
麻
績
校
舎
と
幻
想

的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
川

路
竹
宵
に
よ
く
マ
ッ
チ
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
「
や
っ
て
良
か
っ
た
」

と
思
え
る
催
し
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
れ
は
「
三
者
が

協
働
す
れ
ば
、
き
っ
と
素
晴

ら
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
だ

ろ
う
」
と
い
う
考
え
方
（
価

値
観
）
を
お
互
い
に
共
有
で

き
た
結
果
で
し
ょ
う
。�

　
こ
う
し
た
試
み
こ
そ
、「
今

ま
で
誰
も
関
係
づ
け
て
い
な

か
っ
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

『
地
域
の
価
値
観
』
に
基
づ

い
て
繋
げ
る
地
域
づ
く
り
」

の
一
例
と
言
え
ま
す
し
、
こ

の
よ
う
に
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
も
た
ら
す
付
加
価
値
を

そ
れ
ぞ
れ
が
確
認
で
き
る
と

こ
ろ
に
、
協
働
す
る
こ
と
の

楽
し
み
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。�

　「
お
産
は
安
全
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？�

　
日
本
の
妊
産
婦
死
亡
統
計
に

よ
る
と
、
１
９
０
０
年
次
に
は
４

３
６
・
５
（
出
生
１０
万
対
）
で
し

た
が
、
２
０
０
０
年
次
に
は
６
・

５
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
デ

ー
タ
か
ら
も
、
産
科
管
理
の
進
歩

に
よ
り
、
妊
娠
・
分
娩
に
お
け
る

安
全
性
は
き
わ
め
て
向
上
し
た
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。�

　
し
か
し
、
頻
度
は
高
く
な
い
と

し
て
も
、
お
産
に
は
死
に
結
び
つ

く
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
の
も
事

実
で
す
。
近
年
の
妊
産
婦
死
亡

の
原
因
と
し
て
は
、
産
科
的
塞
栓

症
と
分
娩
時
出
血
が
多
く
を
占

め
て
い
ま
す
が
、
比
率
的
に
は
産

科
的
塞
栓
症
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
今
回
は
「
産
科
的
塞

栓
症
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。�

　
産
科
的
塞
栓
症
と
は
、
羊
水

塞
栓
症
と
血
栓
性
肺
塞
栓
症
が

含
ま
れ
ま
す
。
病
態
は
「
羊
水

お
よ
び
胎
児
成
分
、
ま
た
は
血

栓
が
母
体
血
中
に
流
入
し
、
肺

血
管
を
閉
塞
す
る
こ
と
で
起
こ

る
呼
吸
循
環
障
害
」
で
す
。
羊

水
塞
栓
症
は
、
２
〜
３
万
分
娩
に

１
例
、
血
栓
性
肺
塞
栓
症
は
、
５

千
分
娩
に
１
例
の
頻
度
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
危
険
因
子
と
し

て
、
前
者
は
手
術
既
往
の
あ
る
瘢

痕
子
宮
、
軟
産
道
裂
傷
（
子
宮

破
裂
、
頚
管
裂
傷
な
ど
）、
常
位

胎
盤
早
期
剥
離
、
前
置
胎
盤
が
、

後
者
は
高
齢
、
帝
王
切
開
術
後
、

高
度
肥
満
、
深
部
静
脈
血
栓
症

の
既
往
、
血
栓
性
素
因
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
症
状
は
、
肺
血

流
障
害
を
生
じ
た
範
囲
の
大
き

さ
に
よ
り
、
無
症
状
の
も
の
も
あ

れ
ば
、
呼
吸
困
難
、
胸
部
痛
、
せ

き
、
頻
脈
を
し
め
す
も
の
も
あ

り
、
重
症
の
場
合
は
急
速
に
心
停

止
に
至
り
ま
す
。
発
症
す
れ
ば

死
亡
率
も
高
率
で
す
。�

　
よ
っ
て
、
産
科
的
塞
栓
症
で

は
、
予
防
、
早
期
診
断
・
治
療
が

重
要
に
な
り
ま
す
。
予
防
と
し
て

は
、
産
科
的
塞
栓
症
を
き
た
す

深
部
静
脈
血
栓
症
の
予
防
法
と

し
て
、
分
娩
後
の
早
期
離
床
、
弾

性
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
、
間
欠
的
空
気

圧
迫
法
、
薬
物
療
法
（
低
用
量
ヘ

パ
リ
ン
投
与
）
な
ど
の
症
例
に
応

じ
た
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。�

　
し
か
し
、
予
防
法
を
駆
使
し
て

い
て
も
、
１
０
０
％
予
防
で
き
ま

せ
ん
。
分
娩
中
や
分
娩
後
に
“胸

が
痛
い
”
“息
苦
し
い
”な
ど
の
訴

え
が
あ
っ
た
場
合
は
、
本
症
を
念

頭
に
入
れ
た
鑑
別
診
断
、
発
症

し
た
場
合
は
、
循
環
器
内
科
医

や
心
臓
血
管
外
科
医
、
救
急
救

命
医
と
連
携
し
た
集
中
治
療
が

必
要
に
な
り
ま
す
。�

市立病院　産婦人科�
小野  恭 子　 医師�

産
科
的
塞
栓
症�

産
科
救
急
シ
リ
ー
ズ
　
そ
の
２�

そ
の
9
　
協
働
の
楽
し
み�

は
ん�

け
い
か
ん�

た
い
ば
ん�

は
く
　
り�

こ
ん�

な
ん
さ
ん
ど
う
れ
っ
し
ょ
う�

お�

た
け
よ
い�

や
つ
　
お�

み�
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日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
農
家
で
す
。
家
も
農
家
な
の
で
つ
ご
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
、
私
が
農
家
に
な
り
た
い
か
と
い
う

と
、
い
つ
も
お
父
さ
ん
が
農
業
を
し
て
い
る
の
が
、
楽
し
そ
う

に
や
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
で
も
、
農
家
は
楽
し
い
だ
け
じ
ゃ

な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
早
起
き
し
て
消
毒
も
し
な
く
て

は
い
け
な
い
し
、
の
び
た
枝
も
切
っ
た
り
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
他
に
も
、
い
ろ
い
ろ
と
毎
日
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
、
が
ん
ば
っ
た
分
、
り
ん
ご
や
桃
が
お
い
し
く
な
っ
て
、

買
っ
て
く
れ
た
人
が
、「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
く
れ
れ
ば
、
私

は
農
家
に
な
っ
た
時
、
作
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
か
ら
で
す
。�

農
業
を�

つ
ぎ
た
い�

寺子屋に携わって�

　上久堅の鎮守の杜寺子屋は、平成３
年に始まり今年で15年目になる。先生
は師匠、生徒は寺子、開会終了を入
山・下山と呼んでいる。小学校夏休み
期間中、盆の３日間を除き約20日間、
朝のラジオ体操終了後７時30分までの
45分間、学校の宿題帳・ドリル帳・漢
字帳・自由研究読書、更には「お楽し
み会」の親子魚つり、「工作の時間」
で竹トンボ風車つくり、「星空の観
察」などみんなで楽しんでいる。�
　下山式後の親の反省会、寺子の感想

文によると、夏休み中に「勉強をしな
さい」と一度も言ったことのない親、
言われたことのない寺子、「毎年続け
てほしい」「寺子屋があることにより
決まりよい生活ができた」「師匠、先
輩、同輩、後輩との共同の朝学で教え
たり教えられたりの勉強は能率が上が
る」「お楽しみ会や工作等たくさんの
良い想い出ができた」等と書いてい
る。短い期間ではあるが子供たちばか
りでなく親たちも触れ合いの場がで
き、体験と交流の場になっている。�
　地域と学校のかかわり合いが問われ
ている昨今、寺子屋の存在はかかわり
方の実践の指標とも言えそうだ。�

ひさかた風土舎寺子屋事務局�

多田井幸人 さん�

朝の散歩�

　ゴミ出しがてら息子と散歩していた
時、羽化した直後のセミを見つけた。
緑白色とでもいうのだろうか、透き通
るような色合いの美しさに感じ入り、
触ろうとした息子の手を遮り、しばし
見つめていた。飛び立つ準備が整うま
でじっとしている姿は無防備であり、
生の危うさも感じた。自然の摂理の中
で生きることは、美しく、リスクも伴うということなのだろ
うか。�
　と、朝っぱらから道端にしゃがみ込んで物想いにふけって
いた僕の傍らで、息子は水たまりをかきまぜ、きゃっきゃっ
と喜んでいた。�
　息子と一緒の散歩は、いつでも感動する。�

北澤頼夫さん（東野）�

毎月市民の皆さんに、�

1. 私の健康法�
2. 感動したこと�
3. 今がんばっていること�
4. まちづくりへの提言��
４つの項目の中から選んで
語っていただき、�
次の方にバトンタッチする
「リレートーク」です。�
次はあなたの番かも・・・�

くま�がい�り� さ�

熊谷里紗 さん�
（座光寺小６年）�

先月の藤瀬和美 さん（上郷）からのリレー�た�だ�い�ゆき�と�

きた�ざわ�より�お�
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合
併
に
伴
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
統
合
作
業
の
た
め
、
１０
月
１

日
は
り
ん
ご
庁
舎
の
市
民
証
明

コ
ー
ナ
ー
の
業
務
を
休
業
し
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
市
民
課
�

　
内
線
５
３
６
１
�

　
飛
散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
の
含
有

に
つ
い
て
の
検
査
に
係
る
費
用

に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。�

※
あ
ら
か
じ
め
飯
田
市
の
調
査

　
を
受
け
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
含

　
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
認

　
め
ら
れ
た
建
材
に
つ
い
て
行

　
う
も
の
に
限
り
ま
す
。�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た

　
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。
　（http://�

　w
w
w
.city.iida.nagano.jp/�

　cgi-bin/kankyo/c-board/c-

　board.cgi

）�

▼
補
助
額
　
�

　
検
査
に
要
し
た
経
費
の
２
分

　
の
１
以
内
で
１
万
円
を
上
限

　
と
し
ま
す
。�

▼
受
付
締
切
�

　
１２
月
末
日
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
環
境
課
　
環
境
政
策
係
�

　
内
線
５
２
４
６
�

１０
月
１
日
は
り
ん
ご
庁
舎�

市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
休
業�

　
１０
月
か
ら
、
転
入
･
転
出
・

転
居
届
出
の
際
は
届
出
人
本
人

確
認
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
第
三
者
に
よ
る

本
人
に
な
り
す
ま
し
た
転
入
・

転
出
届
に
よ
る
被
害
が
全
国
的

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、

総
務
省
の
通
知
に
よ
り
全
国
一

律
に
行
う
も
の
で
す
。�

▼
本
人
確
認
の
方
法
�

　
自
動
車
運
転
免
許
証
・
旅
券
・

　
住
基
カ
ー
ド
な
ど
、
本
人
の

　
写
真
が
貼
付
さ
れ
た
も
の
で

　
確
認
を
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
市
民
課
�

　
内
線
５
４
２
１
�

１０
月
か
ら
の
住
民
異
動
届
は�

本
人
確
認
が
必
要
で
す�

飯
田
市
国
民
健
康
保
険
に�

ご
加
入
の
方
へ�

サ
ン
タ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に�

ご
協
力
く
だ
さ
い�

　
風
越
山
山
頂
の
白
山
社
奥
社

扉
絵
の
修
復
完
了
を
記
念
し
て
、

特
別
公
開
し
ま
す
。�

　
こ
の
扉
絵
は
、
６
枚
の
扉
の

外
側
に
幔
幕
、
内
面
に
６
頭
の

霊
獣
（
鳳
凰
・
霊
亀
・
麒
麟
・
虎
・

龍
・
白
沢
）
が
漆
絵
で
描
か
れ

て
い
ま
す
。
先
の
特
別
陳
列
で

は
２
枚
の
み
で
し
た
が
、
今
回

は
６
枚
す
べ
て
の
公
開
と
な
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
�

▼
期
間
�

　
９
月
１７
日
g
〜
２５
日
a
�

※
９
月
２０
日
c
は
休
館
 
�

▼
場
所
　
美
術
博
物
館
�

▼
観
覧
料
　
一
般
３
１
０
円
、

　
高
校
生
２
０
０
円
、
小
中
学

　
生
１
０
０
円
�

▼
問
合
せ
　
美
術
博
物
館
�

　
1（
２
２
）
８
１
１
８
�

　
現
在
ご
使
用
い
た
だ
い
て
い

る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
は
、
９
月
３０
日
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
。�

　
新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
下

旬
ま
で
に
お
手
元
に
届
く
よ
う

に
郵
送
し
ま
す
。
保
険
証
が
届

き
ま
し
た
ら
、
必
ず
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
古
い
保
険
証
は
、
各

ご
家
庭
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
保
健
課
　
国
保
係
�

　
内
線
５
５
２
３
�

　
サ
ン
タ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

は
、
皆
さ
ん
か
ら
資
金
援
助
・

物
品
提
供
な
ど
の
善
意
を
受
け
、

日
本
の
学
校
や
、
母
国
語
教
室

に
通
え
な
い
外
国
籍
児
童
を
支

援
す
る
取
り
組
み
で
す
。�

　
長
野
県
内
の
、
外
国
籍
住
民

を
支
援
す
る
団
体
が
中
心
に
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

※
現
状
で
は
、
県
内
約
２
、
４

　
０
０
人
の
外
国
籍
児
童
の
う

　
ち
約
５
０
０
人
が
、
学
校
で

　
の
教
育
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。�

▼
募
金
振
込
先
�

○
口
座
番
号
�

　
八
十
二
銀
行
県
庁
内
支
店
�

　
普
通
預
金
　
５
８
９
７
３
１
�

○
口
座
名
義
�

　
募
金
事
務
局
　
財
団
法
人
長

　
野
県
国
際
交
流
推
進
協
会
�

▼
い
た
だ
い
た
募
金
は
こ
の
よ

　
う
に
使
わ
れ
ま
す
�

○
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
外
国

　
籍
児
童
に
就
学
援
助
金
を
支

　
給
（
月
額
１
〜
２
万
円
）�

○
母
国
語
教
室
の
施
設
整
備
や

　
備
品
購
入
に
援
助
（
１
校
あ

　
た
り
２０
万
円
）�

○
母
国
語
教
室
が
必
要
と
し
て

　
い
る
ノ
ー
ト
、
本
、
机
な
ど

　
の
物
品
提
供
を
調
整
�

▼
問
合
せ
　
外
国
籍
児
童
就
学

　
援
助
委
員
会
事
務
局
�

　
1
０
２
６（
２
３
５
）７
１
８
６
�

　
Ｅ
メ
ー
ル
�

　m
ail@
anpie.or.jp

特
別
公
開�

白
山
社
奥
社
の
扉
絵 

飛
散
性
ア
ス
ベ
ス
ト
の�

検
査
に
補
助
を
し
ま
す�

ま
ん
ま
く�

ほ
う
お
う�

き
り
ん�

と
ら�

り
ゅ
う�

は
く
た
く�

れ
い
き�
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税
務
課
で
は
、
固
定
資
産
税

の
適
正
な
課
税
の
た
め
、
家
屋

の
状
況
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
次
に
該
当
す
る
建
物
を
所
有

し
て
い
る
（
し
て
い
た
）
方
は
、

税
務
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
後
日
、
税
務
課
職
員
が
調

査
に
お
伺
い
し
ま
す
。�

▼
調
査
対
象
の
建
物
�

○
今
年
新
築
、
増
築
、
改
築
、

　
あ
る
い
は
取
り
壊
し
た
も
の
�

　（
一
部
取
り
壊
し
を
含
む
）�

○
店
舗
か
ら
住
宅
な
ど
へ
用
途

　
変
更
し
た
建
物
�

▼
連
絡
・
問
合
せ
　
　
�

　
税
務
課
　
資
産
税
家
屋
係
　
�

　
内
線
５
１
７
５
�

家
屋
調
査
に�

ご
協
力
く
だ
さ
い�

男
女
共
同
参
画
推
進
の�

条
例
案
に
ご
意
見
を�

　
男
女
共
同
参
画
の
基
本
的
施

策
を
示
し
た
「
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
骨
子
案
」
に
対
し
、

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
伺
う

会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
文

書
で
の
ご
意
見
も
募
集
し
ま
す
。�

　
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご

意
見
は
、
検
討
し
、
必
要
に
応

じ
条
例
案
に
反
映
し
ま
す
。�

▼
ご
意
見
を
伺
う
会
�

○
日
時
　
９
月
２０
日
c
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
�

○
場
所
�

　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
会
議
室
�

※
事
前
の
申
込
み
は
不
要
。
直

　
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

※
駐
車
場
は
り
ん
ご
庁
舎
横
の

　
本
町
市
営
駐
車
場
を
ご
利
用

　
く
だ
さ
い
。
会
終
了
後
、
駐

　
車
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。�

▼
文
書
で
の
ご
意
見
提
出
�

○
提
出
方
法
　
所
定
の
意
見
記

　
入
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
り

　
ん
ご
庁
舎
男
女
共
同
参
画
課

　
へ
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

　
メ
ー
ル
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。�

※
記
入
用
紙
、
条
例
案
は
、
市

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、

　
市
役
所
本
庁
受
付
、
市
役
所

　
支
所
、
男
女
共
同
参
画
課
に

　
あ
り
ま
す
。�

▼
ご
意
見
受
付
期
間
�

　
９
月
２０
日
c
ま
で
�

▼
提
出
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
４
４
�

　
飯
田
市
本
町
１
丁
目
１５
番
地

　
男
女
共
同
参
画
課
�

　
内
線
５
３
５
１
�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
２
）
４
５
６
８
�

　
Ｅ
メ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　

　danjo@
city.iida.nagano.jp

　
家
庭
、
事
業
所
か
ら
の
排
水

が
適
切
に
な
さ
れ
て
い
な
い
と
、

周
辺
や
下
流
の
悪
臭
・
水
質
汚

濁
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
御
配
意
を
お
願
い
し
ま
す
。�

○
下
水
道
接
続
が
可
能
な
区
域

　
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
�

○
下
水
道
接
続
が
不
可
能
な
区

　
域
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽

　
の
接
続
（
市
の
補
助
金
制
度

　
が
あ
り
ま
す
）�

○
右
の
２
つ
が
難
し
い
家
庭
ま

　
た
は
事
業
所
で
は
、
し
尿
以

　
外
の
排
水
を
処
理
す
る
た
め

　
の
簡
易
浄
化
槽
（
沈
殿
槽
）

　
の
設
置
�

○
簡
易
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い

　
る
と
こ
ろ
で
は
、
適
切
な
簡

　
易
浄
化
槽
の
管
理
（
３
カ
月

　
に
１
回
程
度
の
汚
泥
の
く
み

　
取
り
が
必
要
）�

▼
問
合
せ
�

○
下
水
道
、
合
併
処
理
浄
化
槽
�

　
下
水
道
課
　
排
水
設
備
係
　

　
内
線
５
２
８
９
�

○
簡
易
浄
化
槽
の
管
理
�

　
環
境
課
　
環
境
政
策
係
�

　
内
線
５
２
４
６
�

適
切
な
排
水
に�

御
配
意
を�

9/1～�
を設置します�

　市では、公平公正で開かれた市政を推進するため、皆さんか
らの市政に関する建設的なご意見・ご提言をお待ちしています。�
　暮らしやすいまちにするため、ぜひ皆さんの声をお聴かせく
ださい。�

本庁舎�
りんご庁舎�
座光寺支所�
松尾支所�
下久堅支所�
上久堅支所�
千代支所�
龍江支所�

設置場所� 竜丘支所�
川路支所�
三穂支所�
山本支所�
伊賀良支所�
鼎支所�
上郷支所�
ＪＡみなみ信州�
地場産業振興センター�

市立病院�
市立病院高松分院�
飯田市公民館�
図書館�
美術博物館�
文化会館�
（10月設置予定）�
上村自治振興センター�
南信濃自治振興センター�

や
ら
ま
い
か�

提
言
箱�

飯
田
市�

■問合せ　情報推進課　広報広聴係　1（22）4511　内線2124
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歴
史
研
究
所�

年
報
３
号
発
刊�

美
博
特
別
陳
列�

市
岡
家
と
田
中
芳
男 

森
林
づ
く
り�

地
区
懇
談
会�

　
森
林
に
は
、
水
源
確
保
、
山

崩
れ
や
洪
水
の
防
止
、
地
球
温

暖
化
防
止
、
大
気
浄
化
な
ど
の

公
益
的
機
能
が
あ
り
、
私
た
ち

は
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す

が
、
そ
の
機
能
の
発
揮
に
は
、

間
伐
の
推
進
が
必
要
で
す
。�

　
ま
た
里
山
整
備
も
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た

だ
き
、
今
後
の
森
林
づ
く
り
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。�

▼
日
程
　
左
表
�

▼
時
間
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
�

▼
問
合
せ
�

　
林
務
課
　
林
業
振
興
係
�

　
内
線
３
５
３
５
�

爆
音
器
に
よ
る
騒
音
の�

防
止
に
つ
い
て�

　
ス
ズ
メ
、
カ
ラ
ス
な
ど
に
よ

る
農
作
物
の
被
害
を
防
止
す
る

た
め
の
爆
音
器
へ
の
騒
音
苦
情

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
使
用
に
当
た
っ
て
は
次
の
こ

と
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

住
宅
が
近
く
に
あ
る
よ
う
な
場

所
で
は
、
防
鳥
網
を
使
用
す
る

な
ど
、
周
辺
へ
の
騒
音
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。�

▼
使
用
上
の
注
意
�

○
住
居
か
ら
２
０
０
メ
ー
ト
ル

　
未
満
の
位
置
で
は
使
用
し
な

　
い
�

○
早
朝
、
夜
間
は
使
用
し
な
い
�

▼
問
合
せ
�

　
農
業
課
　
生
産
振
興
係
�

　
1（
２
１
）
３
２
１
７

������ 
「
飯
田
市
歴
史
研
究
所
　
年

報
３
号
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
地
域
史
研
究
の
成
果
を
多
数

収
録
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
求

め
く
だ
さ
い
。�

▼
主
な
内
容
�

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
記
録
�

　「
下
伊
那
の
国
学
」�

○
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
�

・
日
露
戦
争
と
地
域
社
会
の
組

　
織
化
�

　
―
長
野
県
上
郷
村
を
事
例
に
―
�

・
工
場
誘
致
と
農
山
村
の
変
貌
�

　
―
阿
南
町
新
野
の
女
性
た
ち

　
を
通
し
て
―
�

・
飯
田
城
下
十
三
町
と
商
売
物
�

・
飯
田
電
灯
株
式
会
社
と
松
川

　
筋
の
発
電
所
�

○
歴
史
的
建
造
物
調
査
　
菅
沼

　
家
住
宅
�

○
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
�

・
疎
開
工
場
が
地
域
に
根
付
い

　
て
�

・
久
堅
和
紙
を
漉
き
続
け
て
　

　
ほ
か
�

▼
定
価
�

　
１
、
３
０
０
円
（
税
込
）�

▼
体
裁
�

　
Ｂ
５
判
、
２
０
８
ペ
ー
ジ
�

▼
販
売
所
�

　
歴
史
研
究
所
、
市
役
所
行
政

　
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
飯
田
市
内

　
書
店
�

▼
問
合
せ
　
歴
史
研
究
所
�

　
1（
５
３
）
４
６
７
０
�

　
本
草
学
を
は
じ
め
、
禅
や
茶

道
・
香
道
・
兵
法
・
文
学
・
和
算
・

天
文
な
ど
幅
広
い
教
養
を
そ
な

え
た
市
岡
家
と
、
そ
の
影
響
を

受
け
て
日
本
の
近
代
化
に
尽
力

し
、
の
ち
に
博
覧
会
・
博
物
館

の
父
と
称
さ
れ
た
田
中
芳
男
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。�

▼
期
間
�

　
９
月
９
日
f
〜
１０
月
１０
日
a
 
�

▼
場
所
　
美
術
博
物
館
 
�

▼
観
覧
料
　
一
般
３
１
０
円
、

　
高
校
生
２
０
０
円
、
小
中
学

　
生
１
０
０
円
�

▼
特
別
陳
列
期
間
中
の
講
演
会
 
�

○
万
国
博
覧
会
と
田
中
芳
男
�

　
慶
応
３
年
（
１
８
６
７
）
の

　
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
幕
府
の

　
展
示
担
当
者
と
し
て
派
遣
さ

　
れ
た
田
中
芳
男
は
、
パ
リ
で

　
自
然
史
博
物
館
な
ど
を
見
学

　
し
、
フ
ラ
ン
ス
人
学
者
や
佐

　
賀
藩
の
佐
野
常
民
と
交
流
を

　
ふ
か
め
ま
し
た
。
パ
リ
万
博

　
を
め
ぐ
る
日
仏
博
物
学
交
流

　
史
を
た
ど
り
ま
す
。 
�

・
日
時
　
９
月
２４
日
g
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
�

・
講
師
　
松
田
清
氏
�

　（
京
都
大
学
教
授
）　
 
�

○
尾
張
本
草
学
と
市
岡
家
 
�

　
尾
張
本
草
学
は
、
将
軍
吉
宗

　
か
ら
拝
領
し
た
御
下
屋
敷
御

　
薬
園
の
経
営
に
関
わ
っ
た
本

　
草
家
を
中
心
に
発
展
し
ま
し

　
た
。
市
岡
智
寛
や
そ
の
子
嶢

　
智
に
よ
る
す
ぐ
れ
た
図
譜
の

　
成
立
は
、
ま
さ
に
御
下
屋
敷

　
御
薬
園
の
隆
盛
期
と
重
な
っ

　
て
い
ま
す
。
市
岡
家
の
本
草

　
学
が
全
国
に
与
え
た
影
響
を

　
探
り
ま
す
。�

・
日
時
　
９
月
２５
日
a
�

　
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
�

・
講
師
　
遠
藤
正
治
氏
�

　（
愛
知
大
学
非
常
勤
講
師
）　
 
�

▼
問
合
せ
�

　
美
術
博
物
館
�

　
1（
２
２
）
８
１
１
８
�

期日� 地区� 場所�

9月 9日f

座光寺� 座光寺公民館�

三穂公民館�三穂�

上久堅� 上久堅公民館�

9月13日c

伊賀良� 伊賀良公民館�

下久堅� 下久堅公民館�

山本� 山本公民館�

9月14日d

竜丘� 竜丘公民館�

�
301会議室�
市役所3階�

千代� 千代公民館�

9月16日f
川路� 川路公民館�

龍江� 龍江公民館�

9月21日d 上郷� 上郷公民館�

橋北、橋南、�
羽場、丸山、
東野、松尾、
鼎�

森林づくり地区懇談会日程�

�

す
�

ほ
ん
そ
う
が
く
�

お
　
し
た

や

し
き
お
�

や
く
え
ん
�

と
も
ひ
ろ
�

た
か
�

と
も
�
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�
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期間　8月31日D～9月10日G�
　　　※最高裁判所裁判官国民審査の期日前投票は�
　　　　　9月4日C～10日Gです。�
時間　午前8時30分～午後8時�
場所　市役所議会棟第2委員会室�

■問合せ　飯田市選挙管理委員会事務局� 1（22）4524　ＦＡＸ（22）6140
Ｅ-mail：senkyo@city.iida.nagano.jp

の投票日�
衆議院小選挙区選出議員選挙
衆議院比例代表選出議員選挙�
最高裁判所裁判官国民審査�

9月11日�は� 投票時間　午前7時～午後8時�

※市役所、支所、公民館のほか、市内の郵便局（簡易郵
便局を除く）、新聞販売店、サークルＫ、ローソンにも置
いていただいています。�

※詳細はホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。�

○市外に滞在している方は、滞在地の選挙管理委員会で「不
在者投票」ができます。�

○入院 (入所 )されている病院・老人ホーム等指定施設なら
全国のどの施設でも、施設内で不在者投票ができます。�
○身体に重度の障害等がある方で一定の条件があれば、自宅
で郵便等を利用して投票できます。�

衆議院議員総選挙�

最高裁判所裁判官国民審査�

8 31 9 10水� 土�

9 4 9 10日� 土�

ご注意�

昭和60年9月12日までに生まれた満20歳以上の日本国
民で平成 17年 5月29日までに飯田市に住民登録され、
引き続き市内に居住している方が対象です。（原則）�

第4　投票所：飯田市公民館玄関ホール�
第11投票所：松尾東保育園�
第32投票所：ＪＡ竜丘支所１階会議室�
第43投票所：久米南平生活改善センター�
第55投票所：市役所上郷支所�

一
店
逸
品
運
動
に�

参
加
し
ま
せ
ん
か�

　
店
舗
の
魅
力
を
具
体
的
な
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
形
で
表
現
し
た

「
逸
品
」
を
発
掘
・
開
発
す
る
「
一

店
逸
品
運
動
」
に
取
り
組
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。
逸
品
を
消
費
者

に
紹
介
す
る
場
と
し
て
フ
ェ
ア
の

開
催
も
予
定
し
て
い
ま
す
。�

　
自
店
の
専
門
性
や
個
性
を
見

直
し
、
よ
り
元
気
で
魅
力
あ
る

店
づ
く
り
を
共
に
目
指
し
て
み

ま
せ
ん
か
。�

▼
参
加
資
格
�

　
月
１
回
の
研
究
会
に
参
加
で

　
き
る
店
舗
�

▼
費
用
�

　
参
加
費
用
、
フ
ェ
ア
費
用
な

　
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。�

▼
事
業
内
容
�

○
逸
品
研
究
会
�

　
月
１
回
開
催
（
初
回
は
９
月

　
２０
日
c
）�

○
逸
品
フ
ェ
ア
　
�

　
来
年
３
月
（
予
定
）�

▼
申
込
締
切
　
９
月
１５
日
e
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

○
商
業
課
　
内
線
４
８
７
０
�

○
い
い
だ
応
援
ネ
ッ
ト
�

　
イ
デ
ア
�

　
1（
５
６
）
９
３
３
５
�
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税目�

納期�

お
寄
せ
く
だ
さ
い�

家
庭
の
エ
コ
ア
イ
デ
ア�

第
５１
回
風
越
登
山�

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者�

飯
田
市
立
保
育
園�

臨
時
・
パ
ー
ト
保
育
士�

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
環

境
を
考
え
て
実
践
し
て
い
る
エ

コ
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
応
募
方
法
　
ア
イ
デ
ア
の
タ

　
イ
ト
ル
・
内
容
、
住
所
、
氏
名
、

　
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
郵

　
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　
ご
応
募
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
締
切
　
９
月
３０
日
f
�

※
応
募
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、

　「
生
活
と
環
境
ま
つ
り
」
で

　
展
示
。
ま
た
、
抽
選
で
エ
コ

　
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。�

▼
応
募
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１
�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４
�

　
環
境
課
　
環
境
政
策
係
�

　
内
線
５
２
４
９
�

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
２
）
４
６
７
３
�

　
Ｅ
メ
ー
ル
　
�

     ikankyou@
city.iida.nagano.jp

�

�

第
３０
回
消
防
写
生
大
会�

動
物
園
秋
の
写
生
大
会�

　
消
防
ポ
ン
プ
車
、
は
し
ご
車
、

救
急
車
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
広
報

車
な
ど
を
描
い
て
み
よ
う
。�

▼
対
象
　
飯
田
下
伊
那
の
小
学

　
生
、
保
育
園
・
幼
稚
園
児
�

▼
日
時
　
９
月
１９
日
b
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
�

　（
受
付
は
正
午
ま
で
）�

※
雨
天
の
場
合
は
９
月
２５
日
a

　
に
延
期
し
ま
す
。�

▼
場
所
　
飯
田
消
防
署
訓
練
場
�

　（
飯
田
市
東
栄
町
３
３
４
５
）�

※
駐
車
場
は
、
飯
田
国
道
工
事

　
事
務
所
、
飯
田
荘
の
駐
車
場

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

▼
持
ち
物
�

○
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
の

　
画
材
�

○
飲
み
物
、
昼
食
な
ど
�

※
画
用
紙
は
当
日
配
布
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
�

　
消
防
本
部
　
予
防
課
�

　
1（
２
３
）
６
０
０
２
�

▼
対
象
　
中
学
生
以
下
�

▼
日
時
　
９
月
１１
日
a
�

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
�

※
雨
天
の
場
合
は
９
月
１８
日
a

　
に
延
期
し
ま
す
。�

▼
場
所
　
飯
田
動
物
園
�

▼
持
ち
物
�

○
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
の

　
画
材
�

○
飲
み
物
、
昼
食
な
ど
�

※
画
用
紙
は
当
日
配
布
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
飯
田
動
物
園
�

　
1（
２
２
）
０
４
１
６
�

生
活
と
環
境
ま
つ
り
に�

出
展
し
て
み
ま
せ
ん
か�

��

　
１１
月
５
日
g
〜
６
日
a
に
、

環
境
、
健
康
、
生
活
を
考
え
る

イ
ベ
ン
ト
「
合
併
記
念
　
生
活

と
環
境
ま
つ
り
２
０
０
５
」
を

開
催
し
ま
す
。�

　
実
行
委
員
会
で
は
、
出
展
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
、
団

体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
日
ご

ろ
の
活
動
や
研
究
成
果
の
発
表

な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
出
展

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
応
募
締
切
　
９
月
１５
日
e
�

▼
応
募
・
問
合
せ
�

　
環
境
課
　
生
活
と
環
境
ま
つ

　
り
実
行
委
員
会
事
務
局
�

　
内
線
５
２
４
９
�

　
平
成
の
大
修
理
を
終
え
た
国

の
重
要
文
化
財
「
白
山
社
奥
社

本
殿
」
を
目
指
し
、
風
越
山
を

登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。�

　
マ
ラ
ソ
ン
は
ち
ょ
っ
と
、
と

い
う
方
で
も
、
歩
い
て
白
山
社

を
目
指
す
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大

会
」
も
同
時
開
催
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
１０
月
１０
日
-
�

　
午
前
１０
時
ス
タ
ー
ト
�

※
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
午
前
７
時

　
３０
分
ス
タ
ー
ト
�

▼
参
加
料
�

○
一
般
　
　
３
、
０
０
０
円
�

○
高
校
生
　
１
、
０
０
０
円
�

○
中
学
生
以
下
　
５
０
０
円
�

※
要
項
・
参
加
申
込
書
は
、
ス

　
ポ
ー
ツ
課
、
各
公
民
館
に
用

　
意
。
応
募
方
法
な
ど
詳
細
は

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
締
切
　
９
月
２０
日
c
�

▼
問
合
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
課
風
越

　
登
山
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局
�

　
1（
２
１
）
３
０
０
１
�

▼
応
募
資
格
�

　
保
育
士
資
格
ま
た
は
幼
稚
園
 

 

　
教
諭
資
格
の
あ
る
方
�

▼
募
集
人
数
�

○
８
時
間
勤
務
　
３
人
�

○
３
〜
４
時
間
勤
務
　
２
人
�

▼
業
務
内
容
�

　
市
立
保
育
園
に
お
け
る
保
育
�

▼
勤
務
時
間
�

○
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
�

○
午
後
３
時
１５
分
〜
７
時
１５
分
�

○
午
後
３
時
３０
分
〜
６
時
３０
分
�

▼
給
与
�

　
飯
田
市
臨
時
職
員
お
よ
び
非

　
常
勤
職
員
処
遇
規
定
に
よ
る
。�

▼
応
募
方
法
�

　
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

　
を
用
意
し
、
あ
ら
か
じ
め
電

　
話
で
日
程
打
ち
合
わ
せ
の
上
、

　
本
町
り
ん
ご
庁
舎
２
階
児
童

　
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

▼
問
合
せ
　
児
童
課
　
保
育
係
�

　
内
線
５
３
４
１
�

9月の納税�

国民健康保険税(9月分)

9月30日(金)

納税には便利な口座振替を�
ご利用ください�

動物園の�
休園日�

■問合せ 動物園�
22-0416

9月5日b◆12日b�
　◆20日c◆26日b�
10月3日b◆11日c�
　◆17日b◆24日b
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下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル

下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル 
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル

下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル 
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル

下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル 
下
水
道
い
ろ
い
ろ
コ
ン
ク
ー
ル 

●主催 
　日本下水道協会 
　日本水道新聞社 
　（日本下水道新聞） 
●応募期限 
　10月11日（火） 
●作品送り先、問合せ 
　〒395-8501 
　飯田市大久保町2534 
　飯田市水道業務課 
　「下水道いろいろ 
　　　　　コンクール」 
　作品募集係 
　1（22）4511 
　内線5252

　
作
文
部
門 

書
道
部
門 

標
語
部
門

標
語
部
門 

応
募
資
格
◆
小
・
中
学
生 

応
募
規
定
◆
Ｂ
４
〜
Ａ
２
判
以
内
。
画
材
は
特
に
問

い
ま
せ
ん
。
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
応
募
す

る
場
合
は
、「
９
月
10
日
下
水
道
の
日
」

の
文
字
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

応
募
方
法
◆
作
品
の
裏
面
に
学
校
名
、
学
年
、
氏

名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

応
募
資
格
◆
制
限
な
し 

応
募
規
定
◆
官
製
ハ
ガ
キ
１
枚
に
作
品
１
点
。 

応
募
点
数
に
制
限
あ
り
ま
せ
ん
。 

応
募
方
法
◆
作
品
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。 

共
通
応
募
規
定 

①
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。 

②
入
選
作
品
の
版
権
、
使
用
権
お
よ
び
著
作
権
は
、

主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。 

発
　
　
表
◆
平
成
18
年
３
月
上
旬 

機
関
誌･

新
聞･

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る 

表
　
　
彰
◆
平
成
18
年
６
月 

応
募
資
格
◆
小
・
中
学
生 

応
募
規
定
◆
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
を
使
用
。 

小
学
校
低
学
年
　
３
枚
以
内 

小
学
校
高
学
年
　
４
枚
以
内 

中
学
生
　
　
　
　
５
枚
以
内 

　
　
　
　
※
自
筆
の
こ
と
。
ワ
ー
プ
ロ
な
ど
の
原
稿

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。 

応
募
方
法
◆
作
品
に
は
タ
イ
ト
ル
の
ほ
か
に
学
校

名
、
学
年
、
氏
名
を
明
記
。 

応
募
資
格
◆
小
・
中
学
生 

応
募
規
定
◆
半
紙
を
縦
長
で
使
用
。 

　
　
　
　
　
※
楷
書
・
行
書
に
限
り
ま
す
。 

応
募
方
法
◆
作
品
の
左
端
に
「
学
年
、
氏
名
」
を
墨

書
き
。（
台
紙
は
不
要
） 

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門 

　
作
文
部
門 

書
道
部
門 

標
語
部
門 

下

水

道
 

の

役

割

 

学
年
　
氏
　
　
名 

（小学校高学年） 

下

水

道

 

と

環

境

 
学
年
　
氏
　
　
名 

（中学生） 

下

水

 

ど

う

 

学
年
　
氏
　
　
名 

（小学校低学年） 

課
題
・
書
き
方 

と
配
列 

　
９
月
10
日
は
、
下
水
道
の
日
で
す
。 

　
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
の
下
水
道
に
つ
い
て
、

も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
下
水
道
に
つ

い
て
、
自
由
に
発
想
・
表
現
し
た
絵
画
（
ポ
ス
タ

ー
）、
作
文
、
書
道
、
標
語
を
募
集
し
ま
す
。 

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門 

賞
　
発
表
・
表
彰

賞
　
発
表
・
表
彰 

賞
　
発
表
・
表
彰 

作
品
募
集

作
品
募
集 

作
品
募
集

作
品
募
集 

作
品
募
集 

（
平
成
１７
年
度
下
水
道
推
薦
標
語
） 

■条件 
　①飯田市国民健康保険に加入していること 
　②「老人保健」の認定を受けていないこと 
　③厚生年金などの老齢（退職）年金を受けていて、その加
　　入期間が20年（または40歳以降に10年）以上あること 
■手続きの方法 
○場所　市役所保健課国保係、各支所、 
　　　　りんご庁舎市民証明コーナー 
○持ち物 
　・国民健康保険証 
　・年金証書（年金裁定通知書） 
　※以下はお持ちの方のみ 
　・福祉医療費受給者証・国保の減額認定証 
　・国保の特定疾病療養受療証 

☆退職者医療制度で医療を受ける方の医療費のうち、本
　人の自己負担分以外は、国保税と社会保険などが出し合
　う「拠出金」によってまかなわれます。健全な国保運営
　のためにも、対象となる方は必ず届出をしてください。 

※既に届出が済んでいる方には、図の保険証（黄色）をお渡しして
あります。お手元の保険証を確認してください。 

このマークが入っています。 

ご存知ですか 「退職者医療制度」 

■問合せ　保健課　国保係　内線5523

会社や官公庁などを退職して厚生年金・共済年金などを受けられる75歳未満の方とその扶養
家族の方は、退職者医療制度でお医者さんにかかることになります。 
次の条件すべてに当てはまる方は、年金証書を受け取ったら、14日以内に届出をしてください。 
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美
博
の
自
然
講
座�

第
２４
期
文
章
講
座�

消
費
生
活
大
学�

第
６
回�

シ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室�

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
６０
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
、
ゴ
ル
フ
の

基
礎
を
学
び
ま
す
。�

　
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。�

▼
日
時
�

　
９
月
２４
日
g
〜
１１
月
２６
日
g
�

　
の
毎
週
土
曜
日
（
全
１０
回
）�

　
午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
�

▼
場
所
�

　
シ
テ
ィ
ヒ
ル
ズ
ゴ
ル
フ
ク
ラ

　
ブ
（
風
越
山
麓
公
園
下
）�

▼
受
講
料
�

　
１
万
円
（
１０
回
分
）�

▼
定
員
　
１０
人
�

▼
申
込
方
法
�

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。�

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。�

▼
申
込
締
切
�

　
９
月
１４
日
d
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
介
護
高
齢
課
�

　
内
線
５
３
８
２
�

救
急
法
講
習
会�

　
日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部

で
は
、
心
電
図
を
自
動
計
測
し

て
必
要
な
場
合
は
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
の
扱
い
方
を

学
ぶ
講
座
を
行
い
ま
す
。�

▼
日
時
　
１０
月
１
日
g
�

　
午
後
１
時
〜
５
時
�

▼
場
所
　
鼎
公
民
館
�

▼
定
員
　
３０
人
（
先
着
順
）�

▼
申
込
締
切
�

　
９
月
２２
日
e
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
日
赤
長
野
県
支
部
�

　
1
０
２
６（
２
２
６
）２
０
７
３
�

　
伊
那
谷
の
自
然
を
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
学
び
ま
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。�

▼
テ
ー
マ
　
街
が
暑
い
。
ヒ
ー

　
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
�

▼
日
時
　
９
月
１５
日
e
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
�

▼
講
師
　
浜
田
崇
氏
（
長
野
県

　
環
境
保
全
研
究
所
研
究
員
）�

▼
場
所
�

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室
�

　（
正
面
向
か
っ
て
右
側
の
屋
上

　
へ
至
る
階
段
か
ら
直
接
入
る
）�

▼
資
料
代
　
１
０
０
円
�

▼
問
合
せ
　
美
術
博
物
館
�

　
1（
２
２
）
８
１
１
８
�

子
ど
も
博
物
館
く
ら
ぶ�

（
宇
宙
を
の
ぞ
こ
う
）�

　
宇
宙
の
不
思
議
な
世
界
を
学

び
ま
せ
ん
か
。
親
子
対
象
の
行

事
で
す
。�

▼
テ
ー
マ
　
太
陽
系
の
星
た
ち
�

▼
日
時
　
９
月
１７
日
g
�

　
午
後
３
時
〜
４
時
５０
分
�

▼
講
師
�

　
平
澤
喜
代
重
氏
、
奥
村
茂
実

　
氏
、
お
月
見
天
文
同
好
会
の

　
皆
さ
ん
�

▼
場
所
�

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室
�

▼
申
込
締
切
�

　
９
月
１６
日
f
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
美
術
博
物
館
�

　
1（
２
２
）
８
１
１
８
�

　
飯
田
市
立
図
書
館
で
は
、
日

常
生
活
に
役
立
つ
文
章
づ
く
り

の
基
礎
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し

ま
す
。�

▼
開
講
日
�

　
毎
月
１
回
第
２
日
曜
日
�

　
午
前
１０
時
〜
正
午
�

　（
初
回
は
１０
月
１６
日
。
来
年

　
９
月
ま
で
１
年
間
）�

▼
場
所
　
上
郷
図
書
館
�

▼
内
容
�

　
講
義
の
ほ
か
、
用
字
用
語
の

　
演
習
、
添
削
指
導
�

▼
募
集
人
数
　
３０
人
程
度
�

▼
講
師
　
清
水
貫
司
氏
�

▼
受
講
料
�

　
年
８
、
０
０
０
円
（
人
数
に

　
よ
っ
て
は
変
更
が
あ
り
ま
す
）�

▼
応
募
締
切
�

　
１０
月
１
日
g
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
上
郷
図
書
館
�

　
1（
５
２
）
２
５
５
１
�

　
消
費
者
問
題
の
専
門
的
な
知

識
を
学
び
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
消
費
者
活
動
を
実
践
し

て
い
た
だ
く
方
を
養
成
し
ま
す
。�

▼
対
象
�

　
年
齢
２０
歳
以
上
の
長
野
県
内

　
に
お
住
ま
い
の
方
�

▼
日
時
�

　
１１
月
〜
来
年
１
月
の
間
に
延

　
べ
６
日
間
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
�

▼
場
所
　
駒
ヶ
根
市
ア
ル
パ
�

▼
受
講
料
　
無
料
�

※
諸
連
絡
に
要
す
る
通
信
費
、

　
交
通
費
は
受
講
者
負
担
で
す
。�

▼
募
集
人
数
�

　
２
０
０
人
（
県
内
全
体
）�

※
講
座
の
内
容
や
詳
し
い
日
程

　
な
ど
、
詳
細
は
主
催
の
飯
田

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
1（
２

　
４
）
８
０
５
８
）
に
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
方
法
�

　
官
製
は
が
き
に
「
消
費
生
活

　
大
学
受
講
希
望
」
と
記
載
し

　
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

　
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
職

　
業
、
電
話
番
号
、
過
去
の
消

　
費
生
活
大
学
受
講
の
有
無
を

　
明
記
の
上
、
市
役
所
男
女
共

　
同
参
画
課
へ
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。�

※
消
費
者
団
体
に
所
属
し
て
い

　
る
場
合
に
は
そ
の
団
体
名
も

　
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
募
集
期
間
�

　
９
月
１２
日
b
〜
１０
月
５
日
d
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
４
４
�

　
飯
田
市
本
町
１
丁
目
１５
番
地
�

　
り
ん
ご
庁
舎
�

　
男
女
共
同
参
画
課
�

　
内
線
５
３
５
２
�
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勤労青少年ホーム後期教養講座内容�

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム�

後
期
教
養
講
座�

▼
対
象
�

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
市

　
内
に
勤
務
す
る
お
お
む
ね
３５

　
歳
ま
で
の
方
。�

▼
講
座
内
容
　
下
記
�

▼
受
講
料
�

　
１
、
３
０
０
円
�

▼
利
用
者
登
録
料
�

　
１
、
５
０
０
円
（
年
１
回
）�

※
こ
の
ほ
か
、
各
講
座
ご
と
に

　
運
営
費
が
か
か
り
ま
す
。�

▼
特
典
�

　
ホ
ー
ム
の
利
用
者
登
録
を
す

　
る
と
、
市
内
映
画
館
・
ボ
ウ

　
リ
ン
グ
場
の
特
別
割
引
が
あ

　
り
ま
す
。�

▼
申
込
方
法
�

　
ホ
ー
ム
窓
口
で
費
用
持
参
の

　
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
受
付
時
間
�

○
月
曜
日
〜
土
曜
日
�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時
�

○
日
曜
日
・
祝
日
�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
�

▼
申
込
受
付
期
間
�

　
９
月
６
日
c
〜
２７
日
c
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�

　
1（
２
３
）
５
５
７
１
�

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で�

犯
罪
被
害
者
・
家
族
支
援�

戦
傷
病
者
・
戦
没
者
遺
族�

援
護
相
談
所
開
設�

　
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
を

支
援
す
る
た
め
、
電
話
で
の
相

談
や
警
察
・
裁
判
所
へ
の
付
き

添
い
を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。�

▼
相
談
受
付
日
時
�

　
月
〜
金
曜
日
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
�

▼
相
談
・
問
合
せ
　
長
野
犯
罪

　
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
�

　
1（
５
３
）
０
７
８
３
�

���　
戦
傷
病
者
、
戦
没
者
の
遺
族

対
象
の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
９
月
１５
日
e
�

　
午
後
１
時
〜
４
時
�

▼
場
所
　
り
ん
ご
庁
舎
３
階
�

※
相
談
に
は
、
厚
生
労
働
省
か

　
ら
委
託
を
受
け
た
戦
傷
病
者

　
相
談
員
、
戦
没
者
遺
族
相
談

　
員
が
対
応
し
ま
す
。�

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
　
庶
務
係
�

　
内
線
５
３
７
２
�

講座名� 曜日� 講師� 内容� 期間� 時間� 定員� 運営費�

英会話� 火�先生�
ジュリア・押田�

12月13日�
〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

〜
�

10月4日�

21：00

19：30
16 3,000円�

彫金� 火�吉村崇先生�
棚田和夫先生�

11月8日�

10月11日�

21：00

19：30
6 3,500円�
（材料代含む）�

華道� 水�小松　久美子先生�
華道家元池坊教授�

12月14日�

10月5日�

21：00

19：30

18 （お花代含む）�
10,000円�

エアロビクス�水�池上みどり先生�
12月14日�

10月5日�

21：00

19：30
20 1,500円�

パソコン� 水�
伊藤康彦先生�
ＩＣＴカレッジ�
飯田ゆめみらい�

12月21日�

10月12日�

21：00

19：30
20 6,000円�

役立つ書道�
日常生活に�

木�
加山雅三先生�
幽石書道教室主宰�
飯田書人会代表�

12月15日�

10月6日�

21：00

19：30
18 （用具代含む）�

4,500円�

料理� 木�
後藤よね子先生�
管理栄養士�

12月8日�

11月10日�

21：00

19：00
16 （材料代含む）�

4,000円�

ヒップホップ�金�熊谷珠美先生�
12月9日�

10月7日�

21：00

19：30
20 1,500円�

金�

金�

佐々木文恵先生�
西尾美可先生�

11月11日�

10月14日�

21：00

19：30
10

（材料代含む）�
6,000円�

メイク�
市村香理先生�
遠山朱美先生�
SpicSalon飯田店�

12月16日�

11月18日�

21：00

19：30
10 6,000円�

外国旅行や、英語を話す外国の方と話す時などに、
英語が自然と口に出るよう、英会話の基本を楽し
く学びます。�

10回�

シルバーを地金から加工し、リングを製作します。
彫金の基本的な技術を学びます。�

5回�

自分の気持ちをしゃんとさせたい時、お客様をお
呼びした時、花を生けます。盛花、自由花など、
おしゃれな飾り方を学びます。�

10回�

体と心を有酸素運動で元気に！�
ヨガストレッチも取り入れ、シェイプアップとリラッ
クス効果を高めます。�

10回�

生活・仕事で必需品のパソコン。文書作成、表計算、
グラフ作成、インターネットなどを学びます。�

10回�

「字は人なり」と言われます。日常生活に役立
つ文字の習得を中心に、細筆、太筆を使って基
礎から学びます。�

10回�

基本的な調理技術と、バランスのとれた食事を
学びます。�

5回�

今、若者に人気のあるダンスです。音楽にのっ
て楽しく踊れば、気分もリフレッシュします。�

10回�

フラワーアレンジメントは、暮らしに優しさと潤いを
与えてくれます。基本のスタイルを学び、デザイ
ンの発想法と表現法を身につけます。�

5回�

メイクの悩みや希望を聞いてから、セルフメイクを
学び、新しい自分を発見します。メイクを通して
変身し、楽しい時間を過ごしましょう。�

5回�

フラワー�
アレンジメント�
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介
護
保
険
制
度
は
、
10
月
、
来
年
４
月
と
段
階
的
に
改
正
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
改
正
は
、
介
護
や
支
援
を
必
要
と
し
な
い
元
気
な
高
齢
者
を
増
や

し
、
今
後
も
介
護
保
険
制
度
を
円
滑
に
運
営
し
続
け
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。�

　
今
回
の
広
報
で
は
、
10
月
か
ら
の
改
正
内
容
と
、
来
年
４
月
か
ら
の
改
正

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

　
在
宅
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
方
と
施
設
で
受
け
て

い
る
方
の
利
用
者
負
担
の
公

平
性
を
図
る
た
め
、
施
設
入

所
の
際
の
居
住
費
な
ど
が
全

額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。�

○
自
己
負
担
と
な
る
費
用�

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老

人
保
健
施
設
、
介
護
療
養

型
医
療
施
設
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
に
お
け
る
居
住
費
（
※
）

と
食
費�

※
居
住
費�

　
光
熱
水
費
１
カ
月
約
１
万
円�

　
（
個
室
の
場
合
は
施
設
の
減
価

　
償
却
費
が
加
算
さ
れ
ま
す
）�

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
通
所
リ
ハ

ビ
リ
に
お
け
る
食
費�

　
低
所
得
者
の
た
め
の
制
度

と
し
て
、
所
得
の
段
階
に
応

じ
た
支
払
の
上
限
を
定
め
、

差
額
を
介
護
保
険
か
ら
支
給

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
負
担

段
階
が
見
直
さ
れ
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
は
、
非
課
税
世

帯
（
世
帯
全
員
が
市
民
税
非

課
税
）
の
方
、
非
課
税
世
帯

で
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
・

生
活
保
護
受
給
者
、
そ
れ
以

外
の
方
の
3
つ
の
段
階
に
分
か

れ
て
い
ま
し
た
。�

　
10
月
か
ら
は
、
非
課
税
世

帯
の
う
ち
、
本
人
の
年
金
が

80
万
円
を
超
え
る
方
と
80
万

円
以
下
の
方
を
区
分
し
、
4

段
階
の
「
利
用
者
負
担
段
階
」

と
な
り
ま
す
。
細
分
化
す
る

こ
と
で
一
層
の
利
用
者
負
担

の
適
正
化
を
目
指
す
も
の
で
す
。�

平
成
17
年
10
月
か
ら
の
改
正�

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
を
一
部
見
直
し�

10月からの特養利用者負担額の変化（要介護５、相部屋の例）�

　
下
図
は
、
要
介
護
5
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
相
部

屋
利
用
の
方
の
月
額
を
モ
デ
ル

に
計
算
し
て
い
ま
す
。�

　
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
に
は
、
居
住
費
・
食
費

の
全
額
自
己
負
担
が
原
則
で

す
が
、
利
用
者
負
担
段
階
に

よ
り
減
額
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
食
費
は
除

か
れ
ま
す
）�

　
減
額
を
受
け
る
に
は
、
市

に
申
請
し
交
付
を
受
け
た
認

定
証
を
施
設
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。（
第
1
段
階
〜
第
3

段
階
の
該
当
者
に
は
後
日
通

知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）�

負
担
段
階
の
見
直
し�

居
住
費
・
食
費
の
減
額
制

度
が
使
え
ま
す�

■
問
合
せ
　�

　
介
護
高
齢
課
　
介
護
保
険
係�

　
1
（
2
2
）
4
5
1
1
　
内
線
5
3
9
1

第1段階…世帯全員が市民税非課税で老齢福祉年金受給者、生活保護受給者�
第2段階…　　　　　〃　　　　　で本人の年金が80万円以下の方　など�
第3段階…　　　　　〃　　　　　で本人の年金が80万円超の方　など�
第4段階…市民税世帯課税の方　など� （万円）�

（万円）�

利用者�
負担段階�

1.0
1.0
1.0

2.5
1.5

食費�

2.0
4.2

1.5
3.7

2.9

2.5

10月以降負担月額�

※色を付けた部分
が変更になります。
第 2段階の方につ
いては、従来より
減額されているこ
とがわかります。�

※現行では、第 2
段階と第 3段階の
区別がないため、
同額になっています。�

現行負担月額�
利用者�
負担額合計�

利用者�
負担額合計�

利用者�
負担段階� 本人負担�

（１割負担）� 居住費� 食費�

1.5
2.5

利用者�
負担段階� 本人負担�

（１割負担）� 居住費�

4.0 ー� 1.5
ー� 1.0

ー� 2.6

2.5

5.6 3.0

第1段階�
第2段階�
第3段階�
第4段階�

0 1.0
1.2

5.5
8.1

第1段階�
第2段階�
第3段階�
第4段階�
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65
歳
以
上
の
高
齢
者 

介
護
予
防 

健
診
な
ど 

現行 改正後 

要介護5 要介護5

要支援 要支援1

要介護1
要支援2

要介護1

要介護2 要介護2

要介護3 要介護3

要介護4 要介護4

従来の介護サービス 
訪問介護などの訪問サービス 
通所介護などの通所サービス 
短期入所サービス 
福祉用具貸与 
福祉用具購入、住宅改修 
特養などの施設サービス費 

　　新予防給付 
要介護状態の改善や悪化防止
に重点をおいた介護予防サービ
スを実施します。 
従来の介護サービスも利用でき
ますが、生活向上・機能維持の
観点から内容や提供方法に変更
があります。 

　　地域支援事業 
（介護予防サービス） 
○転倒・骨折予防 
○閉じこもり予防 
○運動器の機能向上 
○栄養改善指導　など 

要支援・要介護となる 
おそれのある方を対象 

要
介
護
認
定 

自
立
（
認
定
に
該
当
し
な
い
） 

現行6段階の認定が 
改正後は7段階になります 

平
成
18
年
4
月
か
ら
の
制
度
改
正
の
概
要 

介護予防を重視した仕組みになります 

○
「
24
時
間
対
応
の
で
き
る

訪
問
介
護
」
や
、
「
宿
泊

も
で
き
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

な
ど
も
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
て
介
護
保
険
で
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
今
後
、
介
護
保

険
事
業
者
と
も
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
地
域
に
密
着

し
た
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。 

○
総
合
的
な
相
談
窓
口
と
し

て
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
上
図

の
よ
う
な
新
予
防
給
付
の

計
画
・
管
理
、
地
域
支
援

事
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の

セ
ン
タ
ー
で
は
、
保
健
師
や

社
会
福
祉
士
ら
の
専
門
家

が
業
務
を
行
い
ま
す
。 

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活

を
支
援
す
る
体
系
を
確
立 

○
第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳

以
上
の
方
）
の
介
護
保
険

料
の
設
定
方
法
を
見
直
し
、

低
所
得
者
の
保
険
料
を
軽

減
す
る
な
ど
、
今
ま
で
以

上
に
負
担
能
力
を
反
映
し

た
も
の
に
し
ま
す
。 

○
要
介
護
認
定
調
査
に
お
い
て
、

入
所
施
設
へ
の
委
託
の
禁

止
や
、
新
規
認
定
を
原
則

市
が
行
う
な
ど
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。 

利
用
者
負
担
の
あ
り
方
や

制
度
運
営
の
見
直
し 

○
利
用
者
が
事
業
者
を
選
び

や
す
く
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
の
情
報
開
示
を

義
務
付
け
ま
す
。 

○
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
資
格
の

更
新
制
を
導
入
し
、
研
修

を
義
務
化
す
る
な
ど
資
質

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。 

サ
ー
ビ
ス
の
質
を
向
上 

　
　
現
行
の
保
険
証
の
有
効
期

限
が
平
成
17
年
９
月
30
日
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
新
た
に

保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
。 

　
　
新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま

し
た
ら
、
古
い
保
険
証
は
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定

を
受
け
て
い
る
方
の
、
認
定

有
効
期
間
等
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

○
郵
送
時
期
　
９
月
下
旬 

　
（
認
定
申
請
中
の
方
に
つ
い
て

は
、
認
定
後
に
郵
送
し
ま
す
） 

10
月
か
ら
の
新
し
い 

介
護
保
険
証
を
郵
送 
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天竜川総合学習館 
■申込・問合せ 
　天竜川総合学習館かわらんべ  　1(27)6115 
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

■問合せ　かざこし子どもの森公園事務局　1(59)8080　ＦＡＸ(59)8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

これからの講座予定 
持ち物：筆記用具、水筒 

＜Pick　Up＞ 

（成人講座） 
9月17日G　9：00～16：00 
　持ち物：金づち、昼食 

9月22日E　18：30～20：30 
※雨天の場合は9月28日D 

9月25日A　9：00～15：00 
　持ち物：弁当 

（成人講座） 
9月28日D　9：00～11：00 
　持ち物：カメラ 

　自然豊かな泰阜村のキャンプ場で、川遊び、火起こ
し、クラフトにハイキング、テント宿などなど、みん
ながやってみたい事、なんでもやってみよう。 

9月23日_～24日G 
　持ち物：着替え、防寒具、常備薬、懐中電灯、保険
証のコピー、雨具、食費・交通費1000円 

「みんなで食事づくり」 

「楽しいテント泊」 

10:00～12:00、13:30～15:00 
▼牛乳パックでおうちづくり 
　9月23日_、10月8日G

10:30～13:00 
　持ち物：エプロン 
※材料費100円～200円。 
▼窯焼きピザづくり 
　9月18日A、10月1日G 
▼日本のおやつシリーズ" 
　なが～いみたらしだんご 
　10月15日G

10月9日A　10:00～16:00 
　場所：土の工房前広場 
　どろだんご、かべぬり、タイル
アートなど誰でも楽しめます。 

「アップルけん玉クラブ」や「工
藤おじさんの切り絵教室」もあ
るよ。詳しくは公園事務局まで
お問い合わせください。 

  
　毎週日曜日 
　13:00～13:30 
　場所：ふくろう文庫 

毎週土・日曜日 
　10:00～12:00、13:30～15:00 
　場所：おいで館 
※9月10日Gはお休み。 

集合場所：なかまの館 
▼トンボやバッタをつかまえよう 
　9月17日G　13:30～15:00 
　はらっぱのいろんな生き物をつ
かまえちゃおう！ 
▼オリエンテーリング 
　9月24日G　10:00～15:00

10月2日A　13:00～15:00 
　集合場所：会議室どんぐり 
　定員：親子20組 
　親子で楽しく環境問題を考えて
みよう。 
※参加申し込みは公園事務局まで。 

10:00～12:00、13:30～15:00 
▼みんなのまちづくり 
　9月19日_、10月2日A 
　園内の自然の素材を使って、み
んなでまちを作っていきます。 
▼しゃぼんだまをつくろう 
　9月25日A

伊那谷に生息する帰化植物60点ほどを、写真、
押し葉作品で展示しています。帰化植物にはど
んなものがあるか、今後どのように対応したら
良いか、考えてみましょう。 

（10月2日まで） 
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地域� 氏名� 電話番号� 担当区域� 地域� 氏名� 電話番号� 担当区域�

旧市�
本田武司� 23-0669

旧市全域� 三穂�
久保田富雄� 27-3998 伊豆木�

中田道子� 23-6216 鎮西稔之� 27-2927 立石、下瀬�

座光寺�

正木俊雄� 24-1951
下・中羽場、中・河原、欠野、高岡、�
清水、恒川、駅前、中・南・北市場、�
上野、万才� 松尾�

今村勝則� 23-4821 新井、水城、寺所、八幡町、上溝、�
久井、代田、城�

湯澤裕三� 23-8974 宮の前、唐沢、共和、原、宮崎、大堤� 塩澤　隆� 23-6575 明、清水、毛賀�

櫛原秀三� 22-1146 座光寺全域�
竜丘�

林　秀政� 26-8541 上川路、時又、桐林、嶋�

上郷�
中村　豊� 23-4679 上・下黒田、別府上� 前澤正信� 26-9997 駄科、長野原�

岡田　肇� 24-7618 別府下、南条、飯沼南、北条、丹保�
川路�

関島友弘� 27-3666 川路5.6.7.8区�

伊賀良�

熊谷光廣� 25-6164 北方、育良町� 関島和子� 27-3624 川路2.3.4区�

小木曽忠夫� 25-7074 大瀬木�
下久堅�

中村　隆� 29-8730 虎岩、下虎岩�

矢澤幸平� 25-2817 下・上殿岡、三日市場、中村� 宮内昭嘉� 29-7289 知久平、柿野沢、南原、小林、稲葉�

鼎�
関口　豊� 22-7652 下・上茶屋、中平、切石、上山�

上久堅�
中山將英� 29-7372 原平、大鹿、堂平、小野子、落倉、�

平栗、蛇沼�

関島武俊� 22-8400 下山、東・西鼎、一色、名古熊� 塩沢幸子� 29-8639 中宮、上・下平、風張、越久保、森�

山本�

本村佳久� 25-6307 竹佐、箱川、久米�
千代�

林　邦久� 59-2704 千栄�

倉田良晴� 25-2162 中・西・南平、湯川� 岡田良子� 59-2901 千代�

市村公勇� 25-6281 東・北平、大明神�
龍江�

市瀬定紀� 27-2768 1・2区�

矢澤輝海� 25-2427 山本全域� 塩澤秀雄� 27-3421 3・4区�

相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。�各種相談所�
場　所�相談名� 日　時� 問合せ� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ�

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

こころの相談日�

障害をお持ち
の 方 また は�
ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

９月１３日（火）�
１３:００～１６:００�

９月１３日（火）�
９月２７日（火）�
１３:３０～１６:００�

９月１１日（日）�
９月１８日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�

家庭児童相談�
（電話でも可）�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

さんとぴあ飯田�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真1枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター）�

社会福祉協議会
1５３-３１８０�

飯田中央保育園
1２２-４１３３�

ハーネット・いいだ�
1５６-４４７４�

庶務課�
内線  ２１１１�

りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援室�
内線５３４８�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1５３-８７３０�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

ボランティア相談�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

９月２０日（火）�
１３：３０～１６：３０�

毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１８:００�

９月９日（金）�
１３：００～１７：００�

９月２６日（月）�
１０：００～１５：００�

女
性
の
た

め
の
相
談�

心
配
ご
と
相
談�

消 費 者 相 談 �

税 務 相 談 �

高齢者福祉相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

市役所本庁２階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

りんご庁舎３階�

りんご庁舎２階�

児童課�
内線５３４７�

税務課�
内線５１４１�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０（予約制）�

社会福祉協議会�
1５３-３１８０�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

男女共同参画課
内線５３５２�

基幹在宅介護�
支援センター�
内線５３８４�

市民の皆さんのご意見
ご相談をいつでもお受
けします。�市長の留守番電話�

飯田市農業委員が改選されました�（任期　平成20年7月19日まで）�
■農地の貸借や売買、転用など、農地に関することは農業委員にご相談ください。�
■農地法関係の申請は毎月15日が受付の締切になっています。（15日が休日の場合は直前の開庁日）�
◎会長　中村豊　○会長職務代理　関島友弘�
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飯田市の人口（8/1現在）■人口＝105,487人（前月比－31）男50,531人／女54,956人  ■世帯＝36,090戸（前月比－1）�
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大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�

●
飯
田
文
化
会
館 

1（
2
3
）3
5
5
2

南信濃村史跡�

遠山土佐守  一族墓碑（とおやまとさのかみ）�
南信濃村和田1198�
遠山土佐守景直は遠山家２代目の当主であり、徳川家に従い
領地の加増を受けるなど、遠山家の基礎を築いた人です。こ
の土佐守景直やその子遠山加兵衛景重ら一族の墓所が、遠
山家の菩提寺でもある龍淵寺境内に今も残されています。�

●開館時間 午前9半～午後5時（入館は4時半まで）�

●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�

●観 覧 料 一般310円（200円）、高校生200円（150円）、�

 小中学100円（80円）※（　）内は20人以上の団体�

展示期間�9月9日F～10月10日B

●
美
術
博
物
館 

1（
2
2
）8
1
1
8

作品と出会う４「菊慈童」�
〈平常展示〉�

10月25日C�
開演19：00�

飯田文化会館ホール�

9月25日A　開演14：00�
飯田人形劇場�

ロマンティック・ショパン� コンサート  ア・ラ・カルトVol.22�
秋の彩（いろどり）コンサート�

出　演　　ゲスト：ピアノ・トリオ�
　　　　　　　北原よし子（ヴァイオリン）�
　　　　　　　大森晶子（ピアノ）�
　　　　　　　寺島都志子（チェロ）�
　　　　　アマービレ フルート･アンサンブル�
　　　　　アルパの会（アルパ・アンサンブル）�
チケット　●500円（小学生以上・全席自由）�

　ショパン国際ピアノコンクールで注目を集めたイタリア
の若きピアニスト「マウリツィオ・バリーニ」が贈るステ
ージです。�
　英雄ポロネーズ、革命など、すべてショパンのプログラ
ムでお届けする、感動のひとときをお楽しみください。�
チケット価格●2,500円（全席自由）�
　　　　　　　文化会館、飯田市公民館ほか、市内各プレ
　　　　　　　イガイドで発売中！�

マウリツィオ・バリーニ�
ピアノリサイタル�

　今回の平常展示では、９月９日の重陽の節句にちなんで、

菱田春草の「菊慈童」を展示します。重陽の節句は端午

や七夕と同様に五節句のひとつで、古来より菊花を浮かべ

た酒杯をかたむけ、長寿を祈る風習がありました。そしてこれは、

罪を受けて深山に流された少年・慈童が、菊の霊力によって

不老長寿を得たという菊慈童の説話がもとになっています。�

　本図も、この説話に取材した作品です。主人公の慈童は

大変小さく描かれ、背景の山林に主眼が置かれ

ています。これは春草が、慈童に長寿を与えた

深山の幽玄な雰囲気を描こうとしたためです。説

話の本質にせまり、霊的な気配を求めた春草の

名品を、重陽の季節にぜひご堪能ください。�

菱
田
春
草
「
菊
慈
童
」
明
治
33
年（
１
９
０
０
）�

飯
田
市
美
術
博
物
館
蔵�


